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国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

駐
日
事
務
所
代
表

カ
レ
ン・
フ
ァ
ル
カ
ス

厳
し
い
環
境
の
中
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

参
加
す
る
難
民
選
手
団
。

そ
の
姿
は
世
界
に
感
動
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

コ
ロ
ナ
禍
で
悪
化
す
る
世
界
の
難
民
状
況
や
、

そ
れ
ゆ
え
に
求
め
ら
れ
る
連
帯
と

包
摂
性
の
大
切
さ
を
、
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
。

Karen Farkas　オーストラリア生まれ。1982
年からUNHCR に加わり、ジュネーブ本部で
財務官／財務・総務局長、事業リスクマネジ
メント担当副高等弁務官上級アドバイザー、
人事管理局長、監察官などを務めた。難民支
援の現場経験も豊富で、ギリシャ、コンゴ、イ
ラク、北マケドニア、南アフリカなどで緊急対
応を担当。2020 年より現職。

難
民
選
手
団
が
人
々
の
心
を
揺
さ
ぶ
る

―
―
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
が
示
す
難
民
支
援
の
道
標

東
京
２
０
２
０
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で

は
、
難
民
の
選
手
た
ち
が
史
上
二
度
目
の
出
場
を
果
た
す
。
数
多
く

の
競
技
が
行
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ま
さ

に
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
を
祝
う
地
球
規
模
の
大
会
で
あ
る
。
夢
の
舞

台
で
競
い
、
刺
激
を
与
え
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
を
塗
り
替
え
よ
う
と

世
界
各
地
か
ら
選
手
た
ち
が
東
京
に
集
ま
る
中
で
、
難
民
選
手
団
は

世
界
中
で
故
郷
を
追
わ
れ
た
八
二
〇
〇
万
を
超
え
る
人
々
に
と
っ
て

希
望
の
象
徴
と
な
る
だ
ろ
う
。

リ
オ
に
続
き
二
度
目
の
難
民
選
手
団
結
成

　

史
上
初
め
て
の
難
民
選
手
団
は
二
〇
一
六
年
に
結
成
さ
れ
、
国
際

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
に
選
ば
れ
た
一
〇
人
の
難
民
ア

ス
リ
ー
ト
た
ち
が
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

た
。
そ
の
成
功
を
受
け
て
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
二
一
年
六
月
に
一
二
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
出
場
す
る
二
九
人
の
選
手
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ

る
、史
上
二
度
目
の
難
民
選
手
団
の
結
成
を
発
表
し
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
難
民
選
手
団
に
加
え
て
、
六
人
の
選
手
か
ら
成
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
難
民
選
手
団
も
国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

こ
れ
ら
の
難
民
ア
ス
リ
ー
ト
の
母
国
に
は
、
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ン
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
そ
し
て
南
ス
ー
ダ
ン
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
と

の
二
五
年
以
上
に
わ
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
、
世

界
の
難
民
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
届
け
、
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
支
援
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ

と
の
協
力
も
、
世
界
中
の
障
が
い
の
あ
る
難
民
が
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
き
た
。
私
た

ち
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
難
民
選
手
奨
学
金
受
給
者
や
難
民
パ
ラ
ア
ス
リ
ー

ト
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
難
民
の
安
全
と
基
本
的
人
権

を
守
る
た
め
に
私
た
ち
の
経
験
が
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
、
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。

　

難
民
選
手
団
の
出
場
は
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
々
の

苦
境
に
対
す
る
国
際
的
な
関
心
を
集
め
、
難
民
問
題
の
理
解
促
進
に

も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
も
、「
彼
ら
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
逆
境

を
乗
り
越
え
、
自
身
と
家
族
の
よ
り
よ
い
未
来
を
築
こ
う
と
す
る
す

べ
て
の
難
民
た
ち
の
勇
気
と
忍
耐
力
に
敬
意
を
表
す
る
こ
と
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

　

私
は
光
栄
な
こ
と
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
を
代
表
し
て
神
奈
川
県
で
聖

火
リ
レ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
希
望
の
道
を
、
つ
な

ご
う
」
に
沿
っ
て
、
世
界
中
で
故
郷
を
追
わ
れ
た
人
々
が
安
全
を
求
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め
て
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
何
マ
イ
ル
も
の
距
離
に
思
い

を
は
せ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
な
お
さ
ら
、
参
加
を
通
し
て
ア
ス

リ
ー
ト
や
日
本
、
そ
し
て
世
界
の
人
々
と
の
一
体
感
を
共
有
す
る
の

は
素
晴
ら
し
い
経
験
で
あ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
直
面
す
る
中
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
世
界
が
相
互
に
結
び

付
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
中
で
多
様
性
と
「
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
」が
よ
り
良
い
未
来
の
構
築
に
い
か
に
重
要
か
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
難
民
選
手
団
が
参
加
す
る
こ
と
は
、
特
に
意
義
深
い
と
い

え
よ
う
。誰
も
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け
て
、

難
民
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
存
在
は
国
際
社
会
に
求
め
る
対
話
と
行
動

に
お
い
て
中
核
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

東
京
の
人
々
は
、よ
り
包
摂
的
な
社
会
を
求
め
る
声
に
耳
を
傾
け
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
難
民
選
手
団
を
温
か
く
迎
え
入

れ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
難
民
選
手
団
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
地
と
な
り
、
文
京
区
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
難
民
選

手
団
の
公
式
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
難
民
た
ち
の
厳
し
い
状
況

　

史
上
二
度
目
と
な
る
難
民
選
手
団
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
だ

が
、
そ
の
背
景
に
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
最
近
発
表
し
た
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ト
レ
ン
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、
史
上
最
も
多
く
の

八
二
四
〇
万
人
の
人
々
が
紛
争
や
迫
害
な
ど
に
よ
り
故
郷
を
追
わ
れ

て
い
る
厳
し
い
状
況
が
あ
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
公
衆
衛
生
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
パ
ン

公道での聖火リレーに代わるセレモニーに参加したUNHCR カレン・ファルカス駐日
代表。故郷を追われた人々への支援を呼び掛けるとともに、難民支援の現場でのス
ポーツのチカラを訴えた（UNHCR）
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デ
ミ
ッ
ク
が
始
ま
っ
た
当
初
、人
の
移
動
制
限
と
国
境
閉
鎖
に
よ
り
、

多
く
の
難
民
が
医
療
・
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
失
っ
た
。Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
二
〇
二
〇
年
に
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
、

各
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
計
画
に
、
必
ず
難

民
も
含
ま
れ
る
べ
き
だ
と
提
唱
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
個
人

用
防
護
具
や
酸
素
濃
縮
器
、
検
査
キ
ッ
ト
な
ど
の
緊
急
支
援
物
資
を

供
給
し
、
レ
バ
ノ
ン
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
の
国
々
で
集
中
治
療

な
ど
の
診
療
態
勢
の
拡
充
、各
国
の
医
療
体
制
の
支
援
に
従
事
し
た
。

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
移
動
制
限
が
緩
和
さ
れ
る
と
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ

の
ア
ク
セ
ス
も
回
復
さ
れ
て
き
た
が
、
昨
年
を
通
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

は
五
〇
の
国
々
で
一
六
五
〇
万
人
の
難
民
に
対
し
、
包
括
的
な
一
次

医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
、
二
次
・
三
次
医
療
へ
の
照
会
を

支
援
し
た
。

　

し
か
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
難
民
た
ち
に
与
え
た
影
響
は
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
限
ら
れ
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
保

健
医
療
シ
ス
テ
ム
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
お
け
る
格
差
が
拡
大

す
る
中
、
特
に
女
性
や
少
女
た
ち
が
生
活
と
仕
事
へ
の
被
害
を
受
け

や
す
く
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ト
レ
ン

ズ
・
レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
多
く
の
国
々
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

女
性
や
女
児
が
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基

づ
く
暴
力
や
性
的
搾
取
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
統
計
デ
ー
タ
で
示

さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
情
報
や
支
援
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

ア
ク
セ
ス
が
限
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
高
め
た
の
で

あ
る
。
東
ア
フ
リ
カ
と
西
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
大
湖
地
域
で
行
わ
れ

た
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
避
難
民
の
女
性
の
う

ち
七
三
％
が
親
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
が
増
え
た
と
報
告
し

て
い
る
。
ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
お
り
、

難
民
の
少
女
た
ち
が
早
す
ぎ
る
結
婚
や
強
制
結
婚
を
迫
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
示
す
証
拠
も
あ
る
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
各
国
政
府
に
対
し
て
、
難
民
を
保
健
医
療
シ
ス
テ

ム
に
組
み
込
み
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
含
む
社

会
経
済
的
な
対
応
に
包
摂
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
各
国
の
国
民

と
同
じ
よ
う
に
、
難
民
も
コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
生
活
に

投
資
し
、
再
建
す
る
た
め
の
信
用
や
預
金
、
給
与
、
保
険
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
必
要
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
に

よ
り
生
計
が
絶
た
れ
た
人
た
ち
に
向
け
た
現
金
給
付
支
援
を
強
化

し
、
二
〇
二
〇
年
九
月
末
時
点
で
世
界
中
の
約
三
〇
〇
万
人
の
援
助

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
金
の
給
付
は
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に
と
っ
て
、
難

民
や
避
難
民
な
ど
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
に
支
援
を
届
け
る
た
め

の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
現
金
を
手
に
す
る
こ
と
で
、
難
民
は
尊
厳

あ
る
生
活
を
保
ち
、
自
身
と
家
族
を
支
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
お

金
を
使
う
か
、
自
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
を
防
ぐ
措
置
は
、
世
界
中
の
庇
護
制

度
の
機
能
に
直
接
的
に
影
響
し
た
。
国
境
の
封
鎖
と
人
の
移
動
の
制

限
に
よ
り
、
人
々
が
紛
争
や
迫
害
か
ら
逃
れ
て
安
全
な
場
所
に
た

ど
り
着
く
こ
と
が
極
め
て
困
難
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
難
民
認
定

手
続
き
を
改
め
る
努
力
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
中
で

二
〇
二
〇
年
に
新
た
に
庇
護
申
請
を
し
た
人
数
は
、
一
九
年
と
比
べ

て
四
五
％
も
減
少
し
た
。
感
染
拡
大
抑
制
の
た
め
の
人
の
移
動
制
限

は
、
第
三
国
へ
の
定
住
や
自
主
帰
還
計
画
の
停
滞
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。こ
の
た
め
、こ
の
よ
う
な
難
民
庇
護
制
度
を
活
用
で
き
た
人
々

の
数
は
、こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
異
例
な
ほ
ど
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
共
通
の
経
験
は
、
私
た
ち
に
「
協
力
し
な

け
れ
ば
成
功
で
き
な
い
」
こ
と
を
知
ら
し
め
た
。
毎
年
六
月
二
〇
日

は
「
世
界
難
民
の
日
」
だ
が
、
今
年
、
わ
れ
わ
れ
は
「
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
難
民
を
含
め
た
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
保

健
医
療
シ
ス
テ
ム
や
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や
機
会
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
行
動
を
呼
び
掛
け
た
。
紛

争
や
迫
害
、
暴
力
に
よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
は
、
避
難

先
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
や
才
能
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
存
在
で
あ
り
、
多
く
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
看
護
師
や
医
師
、

教
師
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
前
線

に
立
っ
た
。
彼
ら
は
難
民
、
そ
し
て
受
け
入
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た

め
に
石
鹸
や
マ
ス
ク
を
作
り
、
高
齢
者
の
た
め
に
食
料
品
の
買
い
出

し
に
行
っ
た
。
世
界
の
舞
台
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

難
民
選
手
団
が
立
つ
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
壁
に
直
面
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
に
貢
献
し
、
夢
を
追
う
故
郷
を
追
わ
れ
た

人
々
の
忍
耐
力
と
力
強
さ
を
心
に
刻
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
難
民
支
援
は
続
く

　
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
が
「
人
々
に
健
康
と
福
祉
を
」（
第
３
目
標
）、「
質
の
高

い
教
育
を
み
ん
な
に
」（
第
４
目
標
）、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

し
よ
う
」（
第
５
目
標
）、「
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
」（
第
16

目
標
）、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」（
第
17
目

標
）
を
含
む
、持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、
二
〇
一
八
年

一
二
月
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
難
民
保
護
へ
の
国
際
的
な
連
帯

と
支
援
促
進
の
見
取
り
図
と
な
っ
た「
難
民
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ン
パ
ク
ト
」
で
は
、特
に
そ
の
第
Ⅳ

−

４
段
落
に
お
い
て
「
ス
ポ
ー

ツ
が
社
会
の
発
展
や
包
摂
、
団
結
、
そ
し
て
難
民
の
子
供
た
ち
（
少

年
も
少
女
も
共
に
）
や
青
少
年
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
や
障
が
い
を
抱

え
る
人
々
の
健
康
に
与
え
ら
れ
る
重
要
な
役
割
」
を
強
調
し
た
。
こ

の
二
つ
の
国
際
的
な
枠
組
み
は
と
も
に
、
難
民
の
た
め
に
、
難
民
と
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共
に
育
む
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
日
本
や
世
界
中
の
人
々

が
難
民
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
刺
激
を
受
け
る
、
他
に
類
を
見
な
い

機
会
と
な
る
一
方
で
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
が
行
う
「
難
民
保
護
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
」
活
動
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
後
も
世
界
各
地

で
継
続
さ
れ
る
。
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
故
郷
を
追
わ
れ
た
す
べ
て

の
人
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
含
め
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

な
く
平
等
に
ス
ポ
ー
ツ
に
ア
ク
セ
ス
し
参
加
で
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
や
Ｉ
Ｐ
Ｃ
、
そ
の
他
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
と
協
働
し

な
が
ら
、
活
動
を
続
け
て
い
く
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
親
善
大
使
で
、
史
上
初
の
難
民
選
手
団
の
一
員
と
し

て
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
競
泳
選
手
で
も

あ
る
ユ
ス
ラ
・
マ
ル
デ
ィ
ニ
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
再
び
出

場
す
る
。
彼
女
は
述
べ
た
。「
私
た
ち
は
故
郷
を
離
れ
る
こ
と
を
選

ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。難
民
と
い
う
名
前
を
望
ん
だ
わ
け
で
も
な
い
」

「
私
た
ち
は
皆
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
を
や
る
と
も
う

一
度
約
束
す
る
」。
ユ
ス
ラ
の
言
葉
に
敬
意
を
表
し
、
難
民
や
庇
護

希
望
者
、
国
内
避
難
民
、
そ
し
て
無
国
籍
者
を
含
む
す
べ
て
の
人
が
、

必
要
な
権
利
へ
の
平
等
な
ア
ク
セ
ス
と
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
最

善
を
尽
く
そ
う
。
世
界
が
再
び
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
結
束
し
、
ま
さ

に
希
望
の
象
徴
と
し
て
難
民
選
手
団
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
旗
の
下
を
行

進
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
と
も
に
世
界
中
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
人
々
へ
の
連
帯
を
示
し
、
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
。
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翻
訳
・
谷
一
巳
）

ユスラ・マルディニ選手。内戦のため母国シリアから逃れ難民となりながらも、水泳選手
として成長を続け、難民選手団の一員として、2016 年のリオデジャネイロ大会に続き、
今回の東京大会にも出場する（UNHCR/Jordi Matas）




